
synchroniZR（シンクロナイザー）

synchroniZR(シンクロナイザー)トレモロは、フローティングタイプのシンクロナイズド・トレモ
ロです。高精度のボールベアリングを内蔵した支点部分がスムーズなアクションを実現し、ス
プリングユニットにはアームアップ・ストッパー機能を備えたZPS-FXを搭載しています。これ
により、アームダウンのみにアクションを限定する事で、フローティングトレモロで問題となる
チューニングの煩雑さを解消しました。また、トレモロアームの重量によるトレモロの揺れを
軽減するため、トレモロアームには軽量のジュラルミンを採用しています。

トレモロアームの取り付け

トレモロアームは差し込み式です。ベースプレートのアームソケット（Fig. 1 A）にカチッと
音がなるまで確実に押し込んでください（Fig. 2）。トレモロアームの締め付けはトルク調整
キャップ（Fig. 3）で調整できます。トルク調整キャップを時計方向に回すと締め付けが増し、
逆に回すと締め付けが緩くなります。

 ご注意
トレモロアームを取り付ける前に、トルク調整キャップを十分に緩めてください。

トレモロの取り付け角度調整

トレモロの取り付け角度は、弦の張力とギターのボディー裏側に装着されたトレモロ・スプリン
グの張力とのバランスで調整します。トレモロがギターのボディー表面とおおよそ平行にな
るようにセッティングすることで、最も優れた性能を発揮します（Fig. 5）。調整は、ギターのボ
ディー裏側にあるスプリング調整ノブを回して行います（Fig. 4 B）。正しくチューニングした状
態で、トレモロが前方へ傾いている場合は、スプリング調整ノブをプラス方向に回し、スプリ
ングの張力を強くします。トレモロが後方へ傾いている場合には、スプリング調整ノブをマイ
ナス方向に回し、スプリングの張力を弱めます。

フローティング状態でのトレモロの取り付け角度調整は、スプリングの張力を調整するた
びに弦の張力とスプリングの張力とのバランスが変化するため、チューニングに影響を及
ぼします。チューニングを繰り返しながら調整してください。
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弦高調整

トレモロ本体左右のスタッド・ボルトを六角レンチ（3mm）で回して（Fig. 6 D）、トレモロ全
体の高さを調整します（各弦の調整は行えません）。

イントネーション調整

ブリッジ本体に収納されているイントネーション調整ボルト（Fig. 7 F）を取り外し、サドル後
部のネジ穴から、ボルトの先端がブリッジ本体の壁に接触するまで締め込みます。サドル・
ロック・ボルト（Fig. 6 E）を六角レンチ（2mm）で緩め、イントネーション調整ボルトを回して
サドル位置を調整し、チューニングを行ってからイントネーションを確認します。正しいイン
トネーションが得られるまで同じ調整を繰り返した後、サドル・ロック・ボルトをしっかりと
締め、イントネーション調整ボルトをブリッジ本体に収めて下さい。

弦交換

弦をギターのボディー裏側から、トレモロ・ブロックを通して取り付けます（Fig. 4 C）。

アームアップ・ストッパー機能

トレモロ・スプリング・カバーを外し、アームアップ・ストッパー・ノブの位置を確認してください。
トレモロの取り付け角度が正しいことを確認し（正確にチューニングしていない状態でも問題
ありません）、アームアップ・ストッパー・ノブ（Fig. 8 G）を回して、アームアップ・ストッパーの先
端（Fig. 8 H）がトレモロ・ブロック（Fig. 8 J）に接するように調整します。トレモロの取り付け角度
が正しいことを再度確認し、スプリング調整ノブをプラス方向に数回転させ、チューニングを行
います。チューニングが安定しない場合は、アームアップ・ストッパーの先端がトレモロ・ブロック
（Fig. 8 J）に接していることを確認してください。接していない場合は、さらにスプリング調整ノ
ブをプラス方向に回し、再度チューニングを行ってください。
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